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?）?英国におけるフィールドワーク（資料収集、人権団体やムスリム団体での聞き取り調査）は、????年（ ? 月??日から ? 月 ?




























































　次に示すロンドン警視庁の統計（表 ? ）は、????年 ? 月から????年 ? 月までにロンドンで起きた
宗教に基づくヘイト・クライムの発見件数の推移を示している。????年 ? 月から????年 ? 月までに
記録された宗教に基づくヘイト・クライムの件数は???件であったが、????年 ? 月から????年 ? 月
にかけてはその数が????件にまで増加している??）。月別にみると、????年 ? 月の件数がこれらの
? 年間で最も多く、???件が記録されている。また、同年 ? 月は前月よりもその数は減ったものの









【表 1 】2004年 4 月から2006年 3 月までのロンドンにおける宗教に基づくヘイト・クライムの推移??）
月 ????年 ? 月～ ????年 ? 月 ????年 ? 月～ ????年 ? 月







月 ????年 ? 月～ ????年 ? 月 ????年 ? 月～ ????年 ? 月
? 月 ?? ??
? 月 ?? ??
? 月 ?? ???
? 月 ?? ???




? 月 ?? ??
? 月 ?? ??




































































































































??）?その内訳はパキスタン??％、バングラディシュ ? ％、インド ? ％である。
??）? ???????????????????????????????（??）?????????????????
　　本データは????年から????年のものである。
??）?ムスリムの失業率の高さの原因はイスラーム・フォビアやレイシズム以外にもさまざまな要因があるが、本稿ではこの点に
ついてはこれ以上議論しないことにする。
?
?
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2-2　ムスリムによる英国移住の歴史的背景
　第二次世界大戦以降のコモンウェルス出身者による英国への移住の流れは、次の ? 段階に分かれ
る??）。
（?）単身男性の移住労働者：????年代
（?）単身男性の移住労働者の妻や子どもたちの統合：????年代
（?）英国生まれ、英国での教育を受けた第二世代以降の誕生
　????年に制定されたコモンウェルス国籍法は、コモンウェルスの住民に英国への入国、定住、お
よび就業の権利を認めていた。第二次世界大戦以降、特に????年代に入り、労働力不足に悩んでい
た英国社会は同法の下で労働力を補うために、コモンウェルスの国々から男性労働者を積極的に受
け入れた??）。これらの男性は、基本的に出身地に帰ることを前提に英国に渡ってきた??）。その状
況は????年代に入ると大きく変容する。すなわち、英国で働いている男性労働者が本国の女性と結
婚し、英国でともに暮らすようになったり、出稼ぎ労働中に本国の女性と結婚したものの、妻や子
どもたちを本国に残したまま英国で働き続けてきた男性の下に、妻と子どもが統合するようになっ
たからである。
　一方、英国政府は????年から????年にかけて、入国管理関連の法改正を繰り返し、コモンウェル
ス出身者の入国条件を厳しくすることで、労働移住に制限を加えるようになった??）。一方、????
年代から??年代の英国社会は失業率が上昇し、それまで主には繊維や金属関係の工場で非熟練労働
に従事していたこれらの移住労働者の多くが、大きな打撃を受けることになった。これらの法政策
と経済的要因が連動する形で移住の大きな波が止まり、厳しい入国管理法政策の下で、新たな移民
は、すでに英国に移住している人びとが呼び寄せた家族か熟練労働者に限られるようになった。
　このような労働移住の流れのなかで、英国で生まれ、英国で教育を受けた二世以降のエスニック・
マイノリティの住民が誕生した。そのなかに多数のムスリムが含まれていることは、すでに先述し
た通りである。これらの人々は自らをムスリムとして位置づけていたとしても、個人が有するムス
リム・アイデンティティーには温度差がある??）。また、ムスリム住民の出身地も多様であり、ム
スリムのコミュニティを指すときには、複数形で「ムスリム・コミュニティーズ」と表す方が正確
な表現となる。英国にはムスリム団体も多数存在するが、それらの団体の活動目的、政治的スタン
スおよび社会へのアプローチにも差異がみられる。
??）?アンドリュー・ローゼン（川北稔訳）『現代イギリス社会史?????????』（岩波書店、????年）???????頁、および???????????
??????????????????????????（???????????????????????????）??????????????????????????????????????????????
??）?アンドリュー・ローゼン、前掲書、???頁
??）?アンドリュー・ローゼン、前掲書、???頁。その多くは若い未婚男性であり、英国を一時的な出稼ぎの地と考えていた。
??）?アンドリュ ・ーローゼン、前掲書、?????頁。????年から????年までの入国管理に関する法改正は、????年、????年、????年、
????年、????年になされた。
??）? ????????????????????????????????????????????????????????????????????????????（?????????????????????????）???????????
??????????????????????????????????????????????
?
?
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おわりに
　本稿では、 ? 章の前半でイスラーム・フォビアの定義と形態を論じたあとに、????、および???以
降の英国社会におけるイスラーム・フォビアの状況を理解するために、????や???における聞き
取り調査、????の調査報告書、およびロンドン警視庁が公表している宗教に基づくヘイト・クラ
イムの統計データに基づき、その変遷や傾向を分析した。それらを通して、イスラーム・フォビア
が単純にイスラームやムスリムに対する偏見のみからもたらされているわけではなく、英国社会の
ジェンダー差別やエスニック・マイノリティに対するレイシズムを含有する形で形成されてきたこ
とが明らかとなった。
　続く ? 章では、英国民の一部を構成するエスニック・マイノリティのなかのムスリムに着目し、
その構成と統計上のデータから見えてくる特徴を概観したあとに、第二次世界大戦以降の英国の労
働力不足を補う目的でコモンウェルスの国々からムスリムを含む男性労働者が導入された歴史的
な経緯を論じた。このような過程を経て、英国社会の一員となったムスリム住民が現在、激しいイ
スラーム・フォビアの被害にあっているという現実は、英国社会が今もなおコロニアリズムを解体
できずにいることを示している。
　英国におけるムスリム住民に対するイスラーム・フォビアやレイシズムは新しい現象ではない
が、本稿で紹介したように????、特に???以降に急増しているイスラーム・フォビアの被害状況は極
めて深刻である。英国社会でムスリムとして生きることはかつてないほど困難なものとなってい
る。次稿で詳しく議論するように、ムスリム住民に対する対テロ法の適用においても厳しい人権侵
害が報告されている。ムスリムが社会において安全な生活を送ることができるようにするために
は、社会における差別と公権力による弾圧という二重の問題に取り組む必要がある。
　次稿では、????以降の対テロ法政策の下で制定されてきた一連の対テロ法の内容と施行状況に焦
点をあてつつ、これらの法政策がムスリム住民の日常生活に与えてきた影響について詳解する。ま
た、レイシズムと重なりあう形で互いに結びつきながら台頭するイスラーム・フォビアに対しては、
従来の英国のレイシズム対策の枠組みでは対応に限界があることを鑑みながら、人種関係法（????
年制定、????年改正）、????年人権法、および????年に制定された人種・宗教的憎悪禁止法に基づ
く法政策のなかにみられるアプローチの変遷についても議論する。
